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授業などでプレゼンテーションの課題が出されたら、いきなり取りかからずに、本番までの流れを確認しましょう。準備

の流れは、おおよそ次の図のようになります。各項目に対応する Master of Presentation のページを参照しながら、準備

を進めてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

準備の流れ 

プレゼンテーションとは、自分の意見や調べたことを、複数の聴き手を前にして口頭で発表することをい

います。プレゼンテーションの後では、通常、発表の内容について、聴き手との質疑応答やディスカッショ

ンが行われます。 

ディスカッションとは、ある主題をめぐって、複数の人が意見交換を行うことをいいます。 

ディベートとは、ある主題に対して賛否二つのグループに分かれて行う討論のことです。自らが属するグ

ループの主張を論理的に構築し、相手と議論をかわすことを通して、第三者である聴き手や審査員を説

得します。ディベートの際の主張は、参加者の個人的意見とは違うことがあります。 

ディベートは二つの対立する立場に分かれて議論をすることが前提になりますが、ディスカッションでは

必ずしも参加者が対立した意見をもつ必要はありませんし、中立的な立場から発言することも可能です。 

 

 

 

 

 

プレゼンテーションの

タイプを確認する 

目的や条件を 

確認する 

テーマを設定する 

アウトラインを 

作成する 

資料を作成する 

 

 

 

 

 

発表用メモを 

作成する 

リハーサルをする 

リハーサルで発見した

課題を解決する 

再度 

リハーサルをする 

いざ、本番！ 

『2-2. プレゼンテーション 

の目的』 

『3-1. テーマを設定する』 

『3-2. アウトラインをつくる』 

Master of Writing 

『2. レポートの構成』 

『4-1. プレゼンテーション 

の資料（種類と特徴）』 
 

『4-2. スライド資料の作り方』 

『5-1. 発表用メモを作成しよう』 
  

『5-2. 発表用メモの例』 

『6-1. 論理展開を意識した表現 

を使おう』 
 
『6-2. 声・目線・身振りに気を 

配ろう』  
 
『7. 直前チェックポイント』 

時間があれば、

8 と 9 を何度か

繰り返しましょう

『2-1. プレゼンテーション 

のタイプ』 


